
（商品には同梱されていません）
※ 電気ドライバー等があると、スムーズに
     取り付けが行えます。

● 立ち上がりがない場合や取付枠が斜めに
　なる場合は、補助金具を使用してください。（２ページ　　　　　　　参照）
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標準取付枠
取付工事説明書

取付けが不完全な場合は、製品落下、水漏れ、感電、
火災の原因になります。

配線等に不備があると漏電や火災の原因になります。

取付枠

取付枠

製品の固定が不確実な場合は、製品落下によるケガや
家屋の損傷の原因になります。

取付枠や取付方法に不備があると製品落下によるケガ
や家屋の損傷の原因になります。

ポリ袋入

本体固定ネジ

ネジGと  ネジHは
ポリ袋入りで固定レバー
に貼り付けてあります。

●ご使用の前に、この｢安全上のご注意｣とエアコン本
体の取扱説明書の｢安全上のご注意｣をよくお読みの
うえ取り付けてください。

●ここに示した注意事項は､｢　警告｣｢　注意」に区分
していますが、誤った取付けをした時に、死亡や重
傷等の重大な結果に結び付く危険性が大きいものを
特に｢　警告｣の欄にまとめて記載しています｡
しかし､｢　注意｣の欄に記載した事項でも､状況によ
っては重大な結果に結び付く危険性があります。
いずれも安全に関する重要な内容を記載しています
ので、必ず守ってください。

●この取付工事説明書は､エアコン本体の取扱説明書
とともに保管し、移設時には読み直してください。

安全上のご注意

(左右各2本)
ストップネジ

1

3



上部締付けネジ（本体付）でしっかりと固定します。

下部締付けネジ（本体付）でしっかりと固定します。

取付枠が、窓枠と垂直に
取り付けてあることを
確認してください。

※ 取付枠

窓枠

取付枠をのせます。

立ち上がり12mm以上のアルミ製窓で
取付け高さが 770～785mm のときや
その他の窓で 800～810mm のとき

ネジ2本をはずしてスライド枠
の縦枠部分を下へスライド
させます。

蛇腹パネルを横へ
引き抜きます。

枠本体を分解し、蛇腹パネル
をはずします。

0.5cm以上必要

障害物

ネジ2本を締めます。
縦枠部分を元どおり組み立てます。

小窓用パッキン

小窓用パッキンを貼り付けます。

取付け高さが低い窓に取り付ける場合エアコンを窓の右側に取り付けるか左側に取り付けるか
によって、次の点にご注意ください。

窓の種類を確認して 取付枠を窓に取り付ける

取付け方法と手順

左図の矢印の部分をナイフで切り、中央の部分を
取りはずします。残った上下の蛇腹パネルを伸ば
して1山～2山を重ね合わせます。

窓の種類や形状により施錠が難しい場合や左
側取付けの場合でガラス戸とエアコンの隙間
が大きすぎて不安なときには別に戸締りを工
夫してください。

エアコンを窓の左側に取り付けた場合、窓スト
ッパーは取付枠の右側へ取り付けてください。

窓の種類によって補助金具を取り付ける必要があります。補助金具の取付け

窓ストッパーを取付枠の左側に
小ネジで取り付けます。

柱側に寄せます。

ガタツキや異音の原因に
なりますのでしっかりと
締め付けてください。

スチール製窓へ取り付ける場合は窓を全部閉めることは
できませんので、台風や大雨等は別に工夫してください。

スライド枠の上部をアルミサッシに
差し込み、取付枠を室外側から室内
側に引き入れてサッシにのせます。

ネジ2本をはずします。
(紛失に注意： 再使用します)

※必ず取り付けてください。



ネジG

エアコンを固定レバーへ
強く押し込んでください。

上部を強く押す。

固定レバー
矢印のように動き、
仮固定されます。

エアコン本体の上部を手前に
引き、確実に掛かっているか
確かめてください。

本体固定ネジで取付枠にエアコン本体を固定します。

エアコンの落下防止のため
本体固定ネジで固定します。
※必ず取り付けてください。



当社修理センター

窓の大きさや、種類により使用する部品が異なるため、あまる部品があります。
あまった部材は移設などで必要な場合がありますので大切に保存してください。

販売店様(取付業者様)へのお願い
   取り付け後、この取付工事説明書は、必ずお客様へご返却ください。

固定レバー

備考：窓の構造によって取り付けられないときは、
         市販の窓用鍵をご使用ください。
ペアガラスの場合、ガラスが割れる場合があり
ます。市販の窓用鍵をご使用ください。

お願い

ストップネジはしっかりとしめつけて
いますか（左右各2本) 。

水が侵入しないように隙間をパテで詰
めていますか。

施錠の状態で室外側のガラス戸がはず
せるようなことはないか。

戸側防水パッキンを加工していますか。

窓ストッパーは取付けてありますか。

本体固定ネジで取付枠にエアコン本体
を固定していますか。

チェック項目 参照ページ チェック

以上で取付けは完了しましたが、もう一度チェックリストで確認してください。

●エアコンを運転の前に必ず次のことをおこなってください。

排水工事をする時以外は絶対に室外用排水口
ゴム栓を抜かないでください。
水もれとなります。

●ドレン水自動処理機構（ノンドレン）は運転中に生じる
ドレン水をエアコン内部で蒸発させて処理します。

ご注意

室  外  排  水

●水漏れを防止するため、必ず先下りの勾配
になるようおこなってください。

トラップができないよう
に配管してください。

ゆるまないよう奥まで
しっかり差し込みます。

窓を閉める際は、エアコンの排水口よりビニールホースを抜いてください。
再びエアコンをご使用になるときは、ビニールホースを排水口に挿入してください。

市販品
ビニールホース
(内径15mm)   

排水口

室外側

●施錠を確実にするため、次のように付属の鍵を取り付ける事をおすすめします。

鍵を取り付ける

エアコン背面の窓は､運転する前に必ず開けてください

備考：窓の構造によって取り付けられないときは、
         市販の窓用鍵をご使用ください。
ペアガラスの場合、ガラスが割れる場合があり
ます。市販の窓用鍵をご使用ください。

ガラス戸を下図のように窓スト
ッパーに当てて、鍵の取付け位
置を決めます。

ネジ2本で外側のガラス戸に固定
します。

水受け容器(バケツなど)を用意する。
エアコン本体背面にある排水用のゴム栓をはずす。
排水が完了したらゴム栓を元の位置に確実に取付ける。

●取付枠を窓から取りはずすときは、取付手順の逆の順序でおこなってください。

●下記のような場合にだけ排水工事をしてください。
　● 湿度の高い場所（80％以上）で長時間使用し､ドレン水が室外側に滴下する場合
　● 排水処理の音（シャワシャワ音）が気にかかる場合

必要に応じて室外排水の工事をしてください。

室外用排水口のゴム栓をはずし､排水口にビニールホースを差し込みます。

●台風や暴風雨のとき、また長時間外出する
ときなどは、エアコンの運転を停止し、左
記と逆の手順で必ず戸閉めをおこなってく
ださい。

●エアコンの室外吹出口の近くに物を置かな
いでください。ドレン水が霧状に吹き出て
物を濡らす場合があります。

●窓の形状によっては、若干のすきまが空く
ことがありますが、防犯のために工夫して
鍵を取り付けてください。

ドレン水の排水工事は不要です。

エアコン運転時のご注意

排水工事が必要な場合

取付けのあとに

●シーズンオフにエアコン本体を取りはずすときは、本体固定ネ
ジを取りはずしてから、右図のように固定レバーを左方向へず
らしてください。そうするとエアコン本体が室内側に傾くので、
そのまま持ち上げて取りはずしてください。


